












を作成し力学的強度試験を行い、 Double-tieredsubchondral support (DSS) 
法の有用性を検討した。















照の Monoaxiallocking plate (MLP）固定とほぼ同様な力学的強度であり
られ、またロッキング機構のゆるみ、破損は認められなかった。破断強
度試験における DSS群の降伏点の平均は490Nで、 nonDSS群 360Nに
比べて有意に高値で、あった。
［考察］人工骨において、 PLPの力学的強度はMLPと比べても同等で
あり、 2列目のスクリュ一本数や角度の違いによる固定力に有意な差は
認められなかった。新鮮凍結屍体において、 DSS法の強度はnonDSS群
に比べ高く、その有用性が認められた。
